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11
月
16
日
（
日
）
朝
10
時
か
ら
、
「
地
域
の
絆
」
前
の

広
場
で
仁
伍
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
つ
く
し
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
の
歌
、
利
用
者
さ

ん
も
加
わ
っ
た
合
唱
、
オ
ジ
サ
ン
ズ
の
方
々
の
懐
か
し
い

歌
や
演
奏
が
あ
り
、
最
後
は
明
王
台
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
域
の
絆
の
利
用
者
さ
ん
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
作
成
し

た
ク
チ
ナ
シ
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
は
当
日
販
売
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
職
員
さ
ん
と
利
用
者
さ
ん
で
販
売
さ

れ
ま
し
た
。
作
成
し
た
ハ
ン
カ
チ
の
半
分
く
ら
い
は
売
れ

た
よ
う
で
す
。 

 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
で
は
、
衣
服
の

外
に
、
田
中
さ
ん
が
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
古
本
、
原

田
さ
ん
・羽
田
さ
ん
お
手
製
の
剣
や
ヘ
ア
ゴ
ム
な
ど
が
並

び
ま
し
た
。
あ
ま
り
売
れ
な
か
っ
た
か
し
ら
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
約
１
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。 

          

     

12
月
23
日
地
域
の
絆
の
も
ち
つ
き
大
会
で
販
売
す

る
来
年
の
干
支
の
小
物
づ
く
り
を
地
域
の
絆
の
利
用
者

さ
ん
と
し
ま
し
た
。
指
導
は
桑
田
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
今
回
は
羽
田
さ
ん
、
原
田
さ
ん
と
一
緒
に
パ
ー

ツ
づ
く
り
を
し
て
お
き
、
利
用
者
さ
ん
に
は
羊
の
鼻
・

目
・
耳
・
手
・
髪
を
つ
け
る
こ
と
と
、
三
宝
の
お
重
ね
餅
、

紅
白
の
南
天
を
ま
と
め
て
テ
ー
プ
で
ま
く
こ
と
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

 

地
域
の
絆
の
職
員
さ
ん
の
子
ど
も
が
イ
ス
か
ら
落
ち

な
い
よ
う
に
利
用
者
さ
ん
が
気
を
配
ら
れ
て
い
る
微
笑

ま
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

               

会 

報 

 

第 24号（2014/12/5） 

 

 

/4） 

広島県福山市木之庄町４－３－１４ 

Tel&fax: 084-917-5937 

e-mail: info@crrc-fukuyama.org 

 

 CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCoooooooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuunnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnniiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiittttttttttttttttttttttttttyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy                          RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRReeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeennnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiissssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaannnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnncccccccccccccccccccccccccceeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee                          RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRReeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeesssssssssssssssssssssssssseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaarrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrcccccccccccccccccccccccccchhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh                          CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeennnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnntttttttttttttttttttttttttteeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeerrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

 

 

【都
市
農
業
を
考
え
る
連
続
講
座
】 

 

ヴ
ァ
ン
ダ
ナ
・シ
ヴ
ァ
の
「い
の
ち
の
種
を 

 

抱
き
し
め
て
」の
ビ
デ
オ
を
見
る
会  

・
日
時
：
12
月
13
日
（
土
）
14
時
～
16
時 

・
講
師
：加
納
三
千
子(

当
会
理
事) 

・
場
所
：ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
研
究
所
集
会
室 

・
参
加
費
：
500

円 

 

ヴ
ァ
ン
ダ
ナ
・
シ
ヴ
ァ
は
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
カ

ナ
ダ
で
物
理
学
と
科
学
哲
学
を
学
ん
だ
人
で
す
。

彼
女
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
で
の
活
動
を
ビ
デ
オ

に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
食

料
の
自
立
と
私
た
ち
の
口
に
し
て
い
る
遺
伝
子
組

み
換
え
食
品
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

 

地
域
の
絆 

も
ち
つ
き 

 
 

・
日
時
：
12
月
23
日(

火･

祝)

10
時
～
13
時
頃 

 

本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
い
つ
も
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
と
、
３
月
に
手
作
り
し
た
味
噌
の
販
売
を
し

ま
す
。
当
日
バ
ザ
ー
の
販
売
等
の
お
手
伝
い
が
出

来
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

 

それぞれに可愛いお顔のヒツジが出来上がりました 

 
 

仁 

伍 

音 

楽 

祭 

 

 
 

12
月
の
行
事
予
定 

 

 

 

 
 
 

小 

物 

づ 

く 

り 
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１
．
ツ
ア
ー
の
概
略  

 

11
月
28
日
（
金
）
に
福
山
市
北
部
の
産
業
観
光
ツ
ア

ー
を
、
福
山
市
観
光
課
の
後
援
を
い
た
だ
き
、
講
師
・
ス

タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
22
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
の
産
業
観
光
は
、
備
後
絣
か
ら
転
換
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
会
社
と
し
て
３
社
（
カ
イ
ハ
ラ
、
ヒ
ロ
ボ
ー
、
サ
ン
エ
ス
）

を
設
定
し
ま
し
た
。
最
初
は
土
曜
日
の
予
定
で
し
た

が
、
会
社
の
営
業
時
間
内
に
し
ま
し
た
。
ま
た
生
産
現

場
の
見
学
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等

の
関
係
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

９
時
に
福
山
駅
北
口
を
出
発
し
、
ま
ず
バ
ス
の
中
で
講

師
の
藤
井
輝
明
（
福
山
市
立
大
学
教
授
）
さ
ん
か
ら
、
福

山
市
北
部
を
は
じ
め
と
す
る
綿
産
業
の
発
展
の
概
略
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

最
初
に
訪
問
し
た
の
は
貝
原
歴
史
資
料
館
で
藍
染
め

の
体
験
の
あ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
会
社
沿
革
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
（
手
違
い
で
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
） 

 

藍
染
め
で
は
最
初
に
絞
り
方
と
模
様
の
出
方
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

を
染
め
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

新
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
お
借
り
し
て
昼
食
を

と
っ
た
後
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
し
て
交

流
し
ま
し
た
。
一
番
遠
く
か
ら
は
安
芸
郡
府
中
町
か

ら
み
え
て
い
ま
し
た
。
（
元
々
は
新
市
ご
出
身
で
、
市
の

知
っ
と
る
検
定
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
） 

           

 

午
後
は
ま
ず
府
中
市
の
ヒ
ロ
ボ
ー
を
訪
ね
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
会
社
の
沿
革
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
後
、
ラ
ジ
コ
ン
を
動
か
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後

建
物
内
の
様
々
な
模
型
飛
行
機
や
開
発
中
の
一
人
乗

り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
展
示
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。 

 

最
後
の
サ
ン
エ
ス
で
も
会
社
沿
革
を
説
明
す
る
ビ
デ

オ
を
見
た
後
、
後
に
展
示
し
て
あ
っ
た
ト
リ
カ
ッ
ト
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
や
空
調
服
を
実
際
に
見
な
が
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

        

 

２
．
備
後
繊
維
産
業
の
発
展
と
そ
の
事
業
転
換  

(1) 

古
く
か
ら
綿
織
物
が
栄
え
る 

 

現
在
の
福
山
の
市
街
地
は
赴
任
し
て
き
た
水
野
勝
な

り
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
藩
主
が
干
拓
し
て
出
来
た

も
の
で
す
。
こ
う
し
た
干
拓
地
に
は
ま
ず
木
綿
や
い
草

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
木
綿
を
周
辺
の
農
家

の
家
内
産
業
と
し
て
紡
ぎ
、
織
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
名
残
が
1800

年
代
の
駅
家
町
向
永
谷
の
庄
屋
、
馬
屋
原

重
帯
（う
ま
や
は
ら
し
げ
み
）
が
著
し
た
地
誌
『
西
備
名
区
』

の
中
に
「
服
部
」
「
本
郷
」
で
は
古
く
か
ら
「
は
た
お
り
も

の
」が
栄
え
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
福
山
市
の
本
通
り
に
は
木
綿
橋
と
い
う
地
名
が

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
そ
ば
に
木
綿
の
市
が
立
っ

た
の
で
そ
う
い
う
名
前
が
付
き
ま
し
た
。
ま
た
「
神
辺

縞
」も
有
名
で
し
た
。
こ
れ
は
神
辺
宿
の
暇
な
と
き
に
綿

糸
を
紡
ぎ
、
染
め
て
織
っ
た
縞
木
綿
で
す
が
、
地
質
が

丈
夫
で
染
め
が
堅
牢
で
あ
る
と
広
く
他
国
に
紹
介
さ
れ

て
知
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

(2) 

備
後
絣
と
産
業
近
代
化 

①
備
後
絣
は
な
ぜ
有
名
に
な
っ
た
か 

 

備
後
絣
は
伊
予
絣
、
久
留
米
絣
と
並
ん
で
三
大
絣
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
1868

年(

明
治
元
年)

に

「備
後
絣
」と
名
付
け
て
大
阪
の
伊
藤
忠
商
店
に
200

反
を

販
売
し
た
こ
と
に
よ
り
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
量
は
33

万
反
、
大
正
10
年
に
58
万
３
千
反
、
昭
和
10
年
に
130

万
６
千
反
、
昭
和
35
年
に
は
330

万
反
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、

全
国
の
生
産
量
の
70
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。 

 

備
後
絣
は
1853

年(

嘉
永
６
年)

、
有
磨
村
の
富
田
久
三

郎
が
、
府
中
の
中
田
屋
万
兵
衛
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た

「キ
シ
縞
」
と
い
う
浅
黄
（あ
さ
ぎ
）絣
の
絹
織
物
か
ら
ヒ

 
 

産 

業 

観 

光 

ツ 

ア 

ー 

 

 

 

  
 

ステキな模様に染め上がりました 
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ン
ト
を
得
て
、
縦
糸
の
一
部
を
竹
の
皮
で
く
く
っ
て
井
桁

絣
を
考
え
出
し
た
の
が
は
じ
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
備
後
絣
の
前
は
「
文
久
絣
」
と
言
わ
れ
、
石
見
地

方
に
ま
で
販
売
し
て
い
た
が
生
産
量
は
僅
か
で
し
た
。 

②
産
業
近
代
化 

 

18
世
紀
の
産
業
革
命
に
よ
り
、
人
力
か
ら
水
力
へ
、

さ
ら
に
は
蒸
気
機
関
へ
と
動
力
原
が
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
福
山
前
に
1893

年(

明
治
26
年)

に
広
島
県
下

最
大
の
工
場
で
あ
っ
た
福
山
紡
績
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
1922

年(

大
正
11
年)

に
は
工
業
生
産
額
の
約
３
分
の

２
を
綿
関
係
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

(3) 

繊
維
産
業
の
転
換 

 

昭
和
20
年
代
後
半
は
、
繊
維
・
紡
績
は
好
景
気
で
、

俗
に
「
糸
偏
景
気
」
と
か
、
機
械
が
ガ
チ
ャ
ン
と
動
く
度

に
も
う
か
る
と
「
ガ
チ
ャ
マ
ン
景
気
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
30
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に

入
る
と
、
化
学
繊
維
の
成
長
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ

り
需
要
構
造
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
繊
維
産
業
で
の
事
業
転
換
が
次
の
よ
う
に
図
ら
れ

始
め
ま
し
た
。 

①
販
売
方
法
の
転
換 

 

青
山
商
事
：個
人
商
店
か
ら
チ
ェ
ー
ン
店
へ 

②
繊
維
産
業
内
で
の
製
品
転
換 

 

㈱
自
重
堂
、
㈱
コ
ー
コ
ス
信
岡
：
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ェ
ア
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
へ 

③
生
産
素
材
の
転
換 

 

 

カ
イ
ハ
ラ
㈱
、
坂
本
デ
ニ
ム
㈱
：
絣
か
ら
デ
ニ
ム
生
地 

④
異
業
種
へ
の
転
換 

 

ヒ
ロ
ボ
ー
㈱
、
シ
ャ
ー
プ
高
屋
電
子
工
業
㈱
、 

サ
ン
エ
ス
㈱
：電
子
機
器
の
製
造 

 

３
．
見
学
し
た
会
社
の
沿
革
と
事
業
転
換 

 

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
受
け
た
説
明
の
沿
革
を

示
し
ま
し
た
。
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
会
社
の

危
機
に
直
面
し
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
は
生
き
残

り
を
か
け
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
転
換
を
は
か
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
危
機
を
バ
ネ
に
し
て
現
在
で
は
世
界

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
し
た
。 

(1) 

カ
イ
ハ
ラ
株
式
会
社 

 

明
治
26
年
、
手
織
正
藍
染
の
個
人
商
店
と
し
て
ス
タ

ー
ト
。
日
清
・
日
露
及
び
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦

を
経
て
、
昭
和
23
年
に
三
代
目
が
34
台
の
織
機
を
引

き
継
ぎ
、
昭
和
31
年
に
は
大
日
本
紡
績
と
連
携
し
て
、

「
洋
服
用
の
広
巾
絣
」
の
事
業
化
を
試
み
、
昭
和
35
年

に
は
民
族
衣
装
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
近
東
に
輸

出
す
る
36
イ
ン
チ
巾
の
絣
入
り
サ
ロ
ン
の
生
産
を
始
め

て
い
る
。 

 

高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
主
に
農
作
業
用
に
使
わ

れ
て
い
た
従
来
の
絣
の
需
要
が
減
少
し
て
き
た
た
め
、

若
者
の
あ
い
だ
で
ジ
ー
ン
ズ
流
行
の
兆
し
に
注
目
し
、

昭
和
43
年
頃
か
ら
デ
ニ
ム
生
産
へ
の
事
業
転
換
を
図
っ

た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
デ
ニ
ム
の
染
色
機
に
注
目
し
て

ロ
ー
プ
染
色
機
を
完
成
さ
せ
た
。 

現
在
で
は
原
綿
か
ら
紡
績
、
染
色
、
織
布
と
一
貫
生
産

シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。 

(2) 

ヒ
ロ
ボ
ー
株
式
会
社 

 

昭
和
24
年
、
広
島
紡
績
株
式
会
社
と
し
て
こ
の
地
方

唯
一
の
紡
績
会
社
と
し
て
設
立
し
、
昭
和
47
年
に
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
の
事
業
を
始
め
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

り
た
か
っ
た
が
家
業
を
継
い
だ
社
長
が
趣
味
と
し
て
模

型
飛
行
機
を
作
製
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
昭
和
48
年
に

は
ラ
ジ
コ
ン
模
型
分
野
の
開
発
に
成
功
し
、
ラ
ジ
コ
ン
模

型
事
業
を
開
始
し
、
昭
和
52
年
に
は
紡
績
事
業
を
閉

鎖
し
た
。
昭
和
63
年
に
は
産
業
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
生

産
を
開
始
し
た
。 

 

現
在
は
ホ
ビ
ー
用
無
線
操
縦
模
型
、
産
業
用
無
人
航

空
機
の
製
造
、
工
業
用
、
食
品
用
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
住
宅
用
分
電
盤
を
は
じ

め
と
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
を
生
産
し
て
い
る
。 

(3) 

サ
ン
エ
ス
株
式
会
社 

昭
和
７
年
、
佐
藤
群
治
郎
商
店
と
し
て
広
巾
織
物
製
造

業
、
被
服
縫
製
加
工
卸
問
屋
業
を
開
始
し
、
戦
後
の
昭

和
24
年
に
は
佐
藤
織
産
株
式
会
社
に
し
、
昭
和
28
年

に
は
東
京
出
張
所
を
開
設
。
昭
和
30
年
に
は
軍
鶏
織

物
株
式
会
社
を
設
立
し
、
昭
和
38
年
、
ユ
ニ
テ
カ
株
式

会
社
と
提
携
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ェ
ア
生
地
を
製
造
す

る
と
と
も
に
丸
紅
㈱
と
提
携
し
て
ト
リ
カ
ッ
ト
商
品
（
脇

に
縫
い
目
の
な
い
も
の
）
を
開
発
す
る
ほ
か
、
東
レ
㈱
、

東
洋
紡
績
㈱
な
ど
と
連
携
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ェ
ア
や
ジ

ャ
ン
パ
ー
用
の
一
枚
型
紙
裁
断
機
を
開
発
。
昭
和
45
年

に
は
サ
ン
電
子
株
式
会
社
を
設
立
し
卓
上
電
子
計
算

機
受
託
生
産
を
始
め
、
昭
和
48
年
に
は
シ
ャ
ー
プ
株
式

会
社
と
技
術
提
携
し
て
半
導
体
組
立
製
造
を
開
始
す

る
な
ど
Ｉ
Ｔ
産
業
に
参
入
。
昭
和
58
年
に
は
社
名
を
サ

ン
エ
ス
に
変
更
す
る
と
と
も
に
電
子
系
統
の
会
社
も
合

併
。 

 

平
成
４
年
、
三
次
産
業
用
、
冷
凍
倉
庫
用
、
換
気
扇
付

き
、
食
品
加
工
用
、
介
護
用
な
ど
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
製
造
、

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
製
造
、
サ
ン
ミ
ネ
ラ
ル
（
奥
大
山

の
お
い
し
い
水
）
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
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ム
や
中
国
な
ど
海
外
に
も
生
産
拠
点
を
設
け
て
い
る
。 

   
い
た
だ
い
た
感
想 

 

 

バ
ス
の
中
で
書
い
て
い
た
だ
い
た
感
想
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

①
希
望
事
項 

・
テ
ー
マ
は
工
場
見
学
で
あ
っ
た
の
に
工
場
見
学
が
な
か 

 

っ
た
の
が
残
念
。
工
場
見
学
が
一
社
で
も
あ
っ
た
ら
。 

・
会
社
の
中
を
少
し
見
た
か
っ
た
。 

・
こ
の
内
容
で
３
千
円
は
高
い
。 

・
カ
イ
ハ
ラ
へ
の
行
っ
た
り
来
た
り
は
も
っ
た
い
な 

 

か
っ
た
。 

②
地
域
の
産
業
を
見
直
す 

・
福
山
の
歴
史
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
い
か
に
現
在
の 

 

産
業
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
が
分
か
り
、
と
て
も
面
白 

 

い
ツ
ア
ー
で
し
た
。 

・
福
山
に
住
ん
で
い
て
、
福
山
の
産
業
を
知
る
こ
と
が 

 

で
き
て
大
変
良
か
っ
た
。 

・
こ
こ
20
年
に
備
後
の
企
業
が
ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル 

 

化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
か
知
る
こ
と
が 

 

出
来
た
。 

・
地
域
の
産
業
と
か
物
産
が
良
く
理
解
で
き
た
楽
し
い 

 

一
日
で
し
た
。 

・
住
ん
で
い
る
地
域
で
も
、
普
段
訪
れ
る
こ
と
の
な
い 

 

企
業
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明
も
聞
く
こ
と
が 

 

で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
日
頃
行
け
な
い
会
社
を
見
学
で
き
て
良
か
っ
た
。 

・
個
人
で
は
見
学
で
き
な
い
（
普
段
見
ら
れ
な
い
）
、 

 

工
場
を
見
学
で
き
て
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

・
い
ろ
ん
な
工
場
を
見
学
し
て
社
会
勉
強
に
な
り
ま 

 

し
た
。 

③
体
験 

・
説
明
が
良
く
分
か
り
、
体
験
的
な
こ
と
が
嬉
し
か 

 

っ
た
。 

・
体
験
染
め
は
楽
し
く
面
白
い
図
柄
が
で
き
た
。 

・
染
色
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
な
ど
体
験
で
き
楽
し
ま
せ
て 

 

も
ら
っ
た
。 

④
各
会
社
の
説
明 

・
各
会
社
の
説
明
も
丁
寧
で
良
か
っ
た
。 

・
ど
こ
の
会
社
も
熱
心
に
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

⑤
楽
し
か
っ
た 

・
内
容
が
豊
か
で
楽
し
く
勉
強
が
で
き
た
。 

・
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
一
日 

 

が
過
ご
せ
た
。 

・
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。 

⑥
そ
の
他 

・
藤
井
先
生
の
資
料
は
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き 

 

ま
す
。 

・
藤
井
先
生
の
福
山
の
歴
史
を
聞
け
た
の
も
良
か
っ
た
。 

・
サ
ン
エ
ス
の
社
訓
の
言
葉
、
私
た
ち
も
見
習
い
た
い
。 

・
い
つ
も
の
弁
当
と
異
な
り
、
美
味
し
か
っ
た
。 

    

な
お
、
経
費
の
内
訳
は
、
収
入
６
３
、
０
０
０
円
（
＠
３

千
円×

21
名
）
、
支
出
７
９
、
７
５
０
円
（
内
訳
は
染
め

体
験
料
、
昼
食
代
、
バ
ス
代
、
傷
害
保
険
料
、
講
師
謝

礼
、
手
土
産
代
、
そ
の
他
諸
経
費
）で
し
た
。 

 

   

急
な
国
会
の
解
散
で
年
末
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
事

務
所
の
ま
わ
り
で
も
選
挙
カ
ー
が
走
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
聞
き
な
が
ら
が
ら
、
立
候
補
者
が
自
由
に
運
動

が
出
来
る
の
は
戦
後
ま
で
な
く
、
こ
れ
っ
て
い
い
な
ぁ
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

12
月
３
日
付
の
毎
日
新
聞
に
「今
回
の
選
挙
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
問
う
、
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
改
憲

問
題
も
大
事
で
は
な
い
か
」と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
改
憲
問
題
と
い
え
ば
サ
ラ
イ
の
2014

年
12
月
で
は

『平
和
を
願
い
理
想
を
謳
う
、
ニ
ッ
ポ
ン
復
興
の
礎
「日

本
国
憲
法
」を
も
う
一
度
』
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
ま

し
た
。
日
本
国
憲
法
の
「心
」を
読
み
解
く
た
め
の
次
の

３
つ
の
視
点
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

①
理
想:

幸
福
を
追
求
で
き
る
自
由
で
平
和
な
社
会
を

目
指
す
“標
” 

②
教
訓:

過
去
の
失
敗
や
反
省
が
“ 

皺
”と
し
て
刻
ま
れ

た
「顔
」で
あ
る 

③
自
然
体:

そ
の
存
在
を
意
識
し
な
い
「空
気
」の
よ
う

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い 

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
国
憲
法
は
一
回
だ
け

「絶
対
に
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
。
あ
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
そ
う
で
す
が
皆
様
ご
存
じ
で
し
た
か
？
そ
れ
は
第

36
条
の
「公
務
員
に
よ
る
拷
問
及
び
残
虐
な
刑
罰
は
絶

対
に
こ
れ
を
禁
ず
る
」。 

 

今
回
は
急
な
解
散
で
有
権
者
の
関
心
は
低
い
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
反
省
か
ら
得
ら
れ
た
私
た

ち
の
権
利
を
ぜ
ひ
行
使
し
ま
し
ょ
う
。
（加
） 

 

編
集
後
記 

 

 

 

 

 


